


















要約:

 在宅重症心身障害児の介護を支援するための訪問看護事業を効率的に実施するため、訪

問看護対象者の状況、介護者の状況、そして訪問看護の実施状況を調査した。対象者の年

齢の年齢が上がると共に実施された看護回数が多くなっており、重症で濃厚な医療ケアを

受けている症例は、医療機関に入院している期間が長い傾向がみられた。また、介護者の

年齢が高くなるほど看護回数が多く、対象者のみならず介護者の状況も考慮した、効率的

なマンパワーの提供が望まれた。


